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要　　　旨

　本報では，大森ら（2018）の先行研究で報告した2017年告示中学校学習指導要領準拠の，技術・家庭科技術分野「３年
間題材指導計画」と「第１学年ガイダンスの学習指導案」の構成原理について，視点１「内容Ｂ　生物育成の技術の履修
時期」，視点２「概念の理解」，視点３「小学校におけるプログラミング学習の成果と『高等学校学習指導要領解説　情報
編』で示された小・中・高校の接続性・系統性」という三つの視点から再考し，以下の２点に留意して，構成原理の再構
築と改善案を提案した。(1)全国調査の結果等から，技術分野では，ラディッシュ・スプラウト系やレタス系の葉物野菜
を室内育成教材としている中学校が多い。特に寒冷地や冬場の日照時間が不足しがちな日本海沿岸地域等で葉物野菜を育
成する場合，11月から３月までの生物育成活動は避けた方が望ましい。さらに，各学校の室内栽培環境により異なるが，
LED照明等の補光が必要である。そこで，第２学年のエネルギー変換技術学習において，LED照明スタンドの設計と製作
後，製作したLEDスタンドを使用して，コマツナ類の育成を計画・実践する題材指導計画の一事例を提案した。(2)生物
育成技術に関する概念として，「対象概念」，「課題解決能力（機能・過程）概念」，「技術ガバナンスとイノベーション概
念」に分類化した。
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to Competency Based Technology Curricula through 7th－9th Grades），第１学年技術分野ガイダンスの学習指導
案（Lesson Plans for the Guidance at 7th Grade in Technology Subject），カ リ キ ュ ラ ム・ マ ネ ジ メ ン ト
（Curriculum Management），生物育成技術概念（Concepts of Bio-nurturing），プログラミングによる問題解決
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１　研究目的

　本小論の目的は，大森ら（2018）(1)が先行研究で報告した，「中学校学習指導要領（平成29年告示）解説　技術・家
庭編（以下，解説）」(2)で示された「技術分野　資質・能力系統表（p.60）」(2)に基づいた「３年間題材指導計画」と
「第１学年ガイダンスの学習指導案」の構成原理について，視点１「内容Ｂ　生物育成の技術の履修時期」，視点２
「概念の理解」，視点３「『小学校におけるプログラミング学習の成果を生かし（p.7）』と『高等学校学習指導要領
解説　情報編』(3)の小・中・高校の接続性・系統性」という３つの視点から再考し，改善案を提起することである。
　先行研究(1)の執筆構想時点では，「解説」(2)は公表されていなかった。しかし，「解説」(2)の公表と共に，2017年末に
は先の中央教育審議会初等中等教育分科会「教育課程部会　家庭，技術・家庭ワーキンググループ（以下，技術・家
庭WG）」(4)の古川副主査自身が編著した，「解説」(2)の理解を深めるための２冊の著書(5),(6)が刊行された。加えて，「解
説」(2)を作成した「学習指導要領等の改善に係る検討に必要な専門的作業等協力者」の竹野(7)と尾崎(8)は，授業例を
紹介しながら「解説」(2)の要点をまとめた著書を出版した。本小論では，こうした「解説」(2)の理解を深める先行図
書(5)～(8)を批評しながら展開する。

２　「内容Ｂ　生物育成の技術」の履修時期
　
　「全日本中学校技術・家庭科研究会（全日中技家研）」は，社団法人全国中学校産業教育教材振興協会の調査協力
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により，2013（平成25）年１月～３月に，2008（平成20）年告示中学校学習指導要領(9)に基づく技術・家庭科教育課
程実施状況に関する全国アンケート調査を実施し，5,100校の回答を得た(10)。「生物育成に関する技術」の指導時間数
は，「６～10時間：3,325件（回答全体数の65.19％）」と最も多く，続いて「11～15時間：1,311件（25.7％）」であっ
た。また，育成題材として，「植物（栽培植物）題材：4941件（96.88％）」であり，飼育動物と水産生物を育成題材
として扱っている学校は，各々１％にも満たなかった。このように，植物（栽培植物）を育成題材として選定する学
校が多く，2017（平成29）年告示中学校学習指導要領「解説」(2)に基づく実践においても，栽培植物（「解説」(2)では
「作物」と表記）を育成題材とする学校が大多数になることが推察される。さらに，設問「生物育成の実習のための
農場や花壇等はありますか？」に対し，「どちらもない：2,757件（全体の55.61％）」，「花壇がある：1,494件（全体
の30.13％）」であった。全国規模の実態調査の公表は管見の限りないようであるが，技術分野の極めて少ない授業時
数，栽培地の確保の困難さ，教員の煩忙化と学校用務員の定員削減による栽培管理の負担等の諸問題のため，教室等
の室内でのカイワレダイコン・ラディッシュ・スプラウト，リーフレタス等のレタス系や葉物野菜を育成題材とする
学校が，全国では過半数を占めていると聞く。なお，「解説」(2)では，生物育成の「技術の見方・考え方」として，
「生活や社会における事象を，生物育成の技術との関わりの視点で捉え，社会からの要求，環境への負荷，経済性，
生命倫理などに着目し，育成する生物の成長，働き，生態の特性等にも配慮し，育成環境の調節方法等を最適化する
ことなどが考えられる（p.33）」が明記されて，生物育成の技術の見方・考え方を育む学習指導を導入しなければい
けない。「解説」(2)では，学習活動の事例として，「野生生物と育成生物の品種，生態，体の姿・形を比較したり，有
機質肥料と化成肥料の働きや効果を比較したりすることや，季節を問わず販売される野菜や肉，魚などの生産過程で
用いられている育成環境の調節方法を調べたりすることが考えられる（p.35）」が示された。作物の栽培活動を事例
とすると，「育成する生物の成長，働き，生態の特性等にも配慮し，育成環境の調節方法等を最適化する（p.33）」(2)

の効果の検証には，条件を制御した試験区と統制（コントロール）区との比較栽培と，生育調査（検査），収穫調査
（検査）の比較が一例として考えられる。カイワレダイコン・ラディッシュ・スプラウトは，種子に蓄えられた栄養
分で成長し，光合成による栄養成長期に移る前に収穫するため，今後は，「生物育成の技術の見方・考え方」を育成
するために，条件を制御して，例えば有機主体液肥と化成液肥との比較栽培，LED照射の照度（LUX）や照射時間
等の影響効果を異なる比較栽培，同一種であるが，在来種，F１品種，バイオテクノロジー開発品種等といった異な
る品種等の比較栽培が一事例として掲げられる。光合成機能を十分に発揮させた育成環境等の最適化を図り，生徒が
願う良質で多収量の収穫を目的とした，条件制御が比較的容易で，伝統技術と先端技術の各々の光と影を生徒に考え
させる，葉物系野菜の育成実践事例がさらに増加することが予想される。
　全日中技家研は，2013（平成25）年度(11)と2014（平成26）年度(12)にも2012年度(10)と同様に「生物育成に関する技術」
の教育課程編成と実施状況調査を実施しているが，３年間の調査結果に大きな変動はなかった。なお，全日中技家研
は，2015（平成27）年度以後は，管見の限り同様の調査を実施公表していないようである。前述の調査は，各学校に
おけるカリキュラム・マネジメント研究のPDCAを推進する上で極めて貴重なエビデンス・データであり，調査の実
施と公表の継続を要望したい。
　一方，「解説」(2)の理解を促す先行図書では，谷田（2017：pp.58-59）(13)が１学年の指導計画例として，通年を通し
て週１時間で実施する教育課程編成の場合であると12月～３月に実施する事例（指導時数13～22時間），尾崎
（2018：p.61）(8)が第１学年の11月中旬～３月までの15時間で生物育成の技術を学習する指導計画の事例を紹介して
いる。しかし，山崎ら（2018）(14)は，実践研究の成果に基づき，特に寒冷地や冬場の日照時間が少ない日本海沿岸地
域等では，冬場にLED照射等の補光がない条件下での無暖房条件下における葉物栽培の困難さを指摘した。山崎ら(14)

は，2017年12月中旬から，Ｎ県Ｊ市立Ｋ中学校第２学年５クラスにおいて，コマツナ地域品種，コマツナF１品種，
バイオテクノロジーで開発した品種［種が異なるコマツナとチンゲンサイの交雑種で，自然界では胚が育たないため
に，容器内（in vitro）で胚を人工培養で育成したＢ菜］したが，実践校の2017年12月下旬から2018年２月第１週ま
での最低気温が，1981～2010年までの平均値よりも低く，実践時期にマイナス５℃（実践校近郊の気象庁アメダス観
測値）を下回る日が続き，相応の降雪量と日照不足が続いたために，LED無照射栽培区では生育しなかったことを
報告した。また，光熱費の抑制と夜間の学校環境の防災安全セキュリティ等の課題で，教室を使用していない時間で
の熱源使用が難しいことを指摘した。したがって，寒冷地や冬場の日照時間が不足する日本海沿岸地域等で葉物野菜
を育成する場合は，10月から11月初週までに生育・収穫を終えた方が望ましい。
　「解説（p.57）」(2)の「Ｄ(３)計測・制御のプログラミングによる問題の解決」では，学習活動の事例として，「気
温や湿度の計測結果に基づき，灌水などの管理作業を自動的に行う栽培ロボットのモデル」が紹介されている。
尾崎(15),(16)，竹野（編著）(17)においても，光センサや温度センサを用いた光や温度の計測とフィードバック制御による
LEDや風・熱源により温度管理する教材事例が取り扱われている。
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３　概念の理解

　「解説（pp.16-17）」(2)の技術・家庭科の全体目標の(1)として，「基礎的な理解」が掲げられた。同頁では，「基礎
的な理解」とした理由を，「個別の事実的な知識の習得だけではなく，社会における様々な場面で活用できる概念の
理解を目指していることを示している」と表記された。「解説」(2)では，「深い学び」を通して，「生活や技術に関する
事実的知識が概念的知識として質的に高まったり，技能の習熟・定着が図られたりする（pp.122-123）」ことが明記
された。
　1980年代から今日までの，中学校技術分野の教育課程基準の構成原理と概念研究に関する先行研究の探索が不可欠
である。一連の先行研究の紹介として，山崎（2016）(18)の総説書がある。我が国の中学校技術分野教育で最大の学会
組織である日本産業技術教育学会は，1990年代に，「21世紀の技術教育（1999年初版(19)，2012年に改訂版(20)）」を提案
するために，課題研究委員会を設置し，主として篠田(21)と近藤の先行研究を踏まえた板倉(22)の技術概念に関する先行
研究を検討した。2014年８月に，日本産業技術教育学会は，「21世紀の技術教育（改訂）」(20)を基に，「就学前・小学校
低学年」，「小学校中・高学年」，「中学校」，「高等学校」の「各発達段階における普通教育としての技術教育内容の例
示」(23)を示した。同表は，技術教育の四つの対象である「材料と加工」，「エネルギー変換」，「情報・システム・制
御」，「生物育成」の各技術で，学習指導要領の指導項目の階層構造で用いられる「大項目」と「小項目」を設定して
いて，技術教育課程研究の主文献の一つといえる。
　「21世紀の技術教育（改訂）」 (20)の四つの対象と「技術ガバナンス・技術イノベーション」に関する教科内容額的
アプローチによる先行研究の中では，大谷（2017）(24)が研究代表者となった2014（平成26）年～2016（平成28）年の
科研費（基盤研究(B)）の研究成果が注目される。大谷（2017）(24)は，技術概念を直接的に表記したり，概念用語の
提案をしたりはしていない。しかし，大谷（2017）(24)は，各対象技術の「大項目」と「小項目」について精細な調査
と検討を行っているため，中学校技術分野を含む技術教育課程の概念研究の重要文献と位置付けられる。
　本稿では，技術分野「３年間題材指導計画」作成原理の改善の鍵となる，生物育成技術概念に焦点化する。「解説
（p.34）」(2)に明記されたように，「Ｂ(1)生活や社会を支える生物育成の技術」の（内容の取扱い）では，「作物の栽
培，動物の飼育及び水産生物の栽培のいずれも扱うこと」が明記された。大森ら（2018）(1)の先行研究の構想時点で
は，「解説（p.34）」(2)の公表以前であり，本稿では作物の栽培，動物の飼育及び水産生物の栽培に共通する概念の検
討を試みたい。技術分野の生物育成教育における生物生産の基礎概念に関する検討は，荒木ら（2016）(25)の先行研究
があり，「Ａ一次生産」，「Ｂ二次生産（ポストハーベスト，加工品）」，「Ｃ計画・評価」，「Ｄ消費・利用」の区分を提
案した。また，荒木ら（2016）(25)は，「Ａ一次生産」を「Ａ-１生物」，「Ａ-２環境」，「Ａ-３生物管理」，「Ａ-４品質・
収量」に細分した。さらに，「Ａ一次生産」，「Ｂ二次生産（ポストハーベスト，加工品）」，「Ｃ計画・評価」，「Ｄ消
費・利用」の各基礎概念の相互関連性と，生物サイクルを構成する俯瞰図を提案した。荒木ら（2016）(25)の先行研究
は，大谷（2017）(24)に所収された「生物育成に関する技術における最新の教科専門分野の動向を取り入れた内容論」
研究を基盤に行った（荒木，2017）(26)。続いて，荒木ら（2017）(27)は，技術分野の水産生物の栽培における生物生産の
基礎概念に関する検討を行い，「水産生物の栽培」における基礎概念は，「作物の栽培」の生物サイクル(25)と同じ区分
で分類できたことを報告した。一方で，増養殖を含む漁業に関連する用語，及び共有地や資源の管理に係る法律用語
が多く抽出されたことが「作物の栽培」との相違点として示した。
　上野ら（2013）(28)は，2008（平成20）年告示中学校学習指導要領技術分野「Ｃ生物育成に関する技術」における「作
物の栽培」，「動物の飼育」，「水産生物の栽培」の三つの指導内容を横軸とし，「準備（生物育成の準備）段階」，「初
期（生物育成の生み出す）段階」，「中期（生物育成の育てる）段階」，「終期（生物育成の利用する）段階」を時系列
の縦軸とした表を提案した。その結果，三つの指導内容には，互いに共通する知識に関する指導内容が形成されてお
り，これらの指導内容は人間生活に必要な食料生産等の生物育成の共通性に基づいて，内容を一般化できる可能性が
あると報告した。
　他方，磯部・山崎（2013）(29)は，生物育成技術のうち，作物の栽培の「対象概念」として，「生物育種」，「生物育成
計画」，「土壌肥料」，「生物育成管理」，「育成生物保護」の各技術を提案した。磯部・山崎（2013）(29)では，「過程・機
能」概念として，「教育目標２－１　技術教育固有の方法・過程である技術的課題解決能力」概念と，「教育目標２－
２　技術の適切な評価・活用能力」を提案した。磯部・山崎（2013）(29)では，遺伝学，分類学，形態学，生理学，生
物化学，気象学等の自然科学は教科「理科」で，経済学や地理学等は教科「社会」で主として扱うために，関連性に
留意しながらも，技術概念に含めていない。一方，荒木ら（2016）(25)の先行研究では，「分類・育種」，「構造・機
能」，「生理・生態」，「成長」等の科学概念も含めて提案している。
　本稿では，磯部・山崎（2013）(29)，山崎ら（2018）(30)の先行研究に基づき，作物栽培，動物飼育，水産生物栽培の全
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てを包含した生物育成技術の対象概念を，表１に示す。
　磯部・山崎（2013）(29)の「教育目標２－１　技術教育固有の方法・過程である技術的課題解決能力」概念のうち，
生物育成技術の領域固有性を考慮した課題解決能力概念を，表２に示す。
　磯部・山崎（2013）(29)の「教育目標２－２　技術の適切な評価・活用能力」では，「ア　技術の意義，必要性」，「イ　
技術評価」，「ウ　技術創造と活用」，「エ　技術と勤労観・職業観」の４構成概念を提案した。生物育成技術に関わる
ガバナンスとイノベーション概念を，表３に示す。
　表３の(1)は，既報(29)の「教育目標２－２　技術の適切な評価・活用能力」の「ア　技術の意義，必要性」は表
３の(1)，イは表３の(2)(3)(4)，ウは表３の(5)に対応している。

４　小・中・高等学校間のプログラミング教育・情報技術教育の円滑な接続と学習の系統性の充実

　「解説」(2)で明記されたように，「小学校におけるプログラミング教育の成果を生かし発展させるという視点から，
従前からの計測・制御に加えて，ネットワークを利用した双方向性のあるコンテンツのプログラミングについても取
り上げる。加えて，情報セキュリティ等についても充実する（p.11）」ことが求められている。また，2018（平成
30）年７月に公表された「高等学校学習指導要領解説　情報編」 (3)では，「共通教科情報科の学習内容は，中学校技
術・家庭科技術分野の内容『Ｄ情報に関する技術』の学習との系統性を重視している。･･（中略）･･共通教科情報科
の指導を行うためには，これらの中学校技術・家庭科技術分野の改善内容を十分踏まえることが重要である。
（pp.15-16）」ことが示された。
　高等学校共通教科情報１の内容「(3)コンピュータとプログラミング」のア(イ)では，「アルゴリズムを表現する手
段，プログラミングによってコンピュータや情報通信ネットワークを活用する方法について理解し技能を身に付ける
こと。（p.31）」(3)が盛り込まれた。「コンピュータを効率よく活用するために，アルゴリズムや文章，フローチャー
ト，アクティビティ図などによって表現する方法，データやデータ構造，プログラムの構造，外部のプログラムとの
連携を含めたプログラミングについて理解する･･（後略）･･（p.32）」(3)ことが明記された。中学校技術分野では，「課
題の解決策を構想する際には，自分の考えを整理し，よりよい発想を生み出せるよう，アクティビティ図のような統
一モデリング言語等を適切に用いることについて指導する。(p.55)」(3)を充実させないと，高校情報１の「(3)コン
ピュータとプログラミング」のア(イ)との円滑な接続は困難である。アルゴリズムを記述する際に使用される，配列
やリストなどの「データ構造」の基礎を中学校段階までに学習して，高校共通教科「情報１」の学習へと円滑に接続
する学習系統性への配慮が今後必要である。
　同(3)ア(ウ)では，「社会や自然などにおける事象をモデル化する方法，シミュレーションを通してモデルを評価し
改善する方法について理解すること。」が示された。同(3)イ(イ)では，「目的に応じたアルゴリズムを考え適切な方
法で表現し，プログラミングによりコンピュータや情報通信ネットワークを活用するとともに，その過程を評価し改
善すること」(3)が盛り込まれた。同(3)イ(イ)では，「･･（前略）･･表現するプログラムに応じて適切なプログラミン
グ言語を選択する力･･（後略）･･」が示され，適切なプログラミング言語を選択し，プログラミングによって問題を
解決する力の育成を求めている。
　同(3)イ(ウ)では，「目的に応じたモデル化やシミュレーションを適切に行うとともに，その結果を踏まえて問題の
適切な解決方法を考えること。」(3)が示された。「モデル化とシミュレーションを身近な問題を発見し解決する手段と

表１　生物育成技術の対象概念
(1）生物育種・遺伝子関連技術
(2）作物・動物・水産生物の栽培・飼育環境管理技術,

肥料・飼養管理技術
(3）育成生物保護技術

表３　生物育成技術に関わるガバナンスとイノベーション概念
(1）課題の設定と，目的，機能，制約条件の明確化
(2）安全性を含めた社会的・倫理的・環境的・経済的等の観点から，課題解決の根拠となる価値判断基準の設定
(3）複数の技術アイディア生成と，価値判断基準による技術の比較考量（技術トレードオフ）
(4）最適解の技術アイディアの決定
(5）技術創造と活用
(6）技術と勤労観・職業観

表２　生物育成技術の課題解決能力（過程・機能概念）
(1）既存の技術の理解
(2）課題の設定
(3）生物育成計画
(4）生物育成管理
(5）品質・収量検査と探究
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して活用するために，実際の事象や図や数式などにモデル化して表現する方法，モデル化した事象をシミュレーショ
ンできるように表現し条件を変えるなどしてシミュレーションする方法，作成したモデルのシミュレーションを通じ
てモデルを改善する方法を理解するようにする。（p.33）」(3)ことが明記された。
　中学校技術分野の内容「Ｄ情報の技術(2)ネットワークを利用した双方向性のあるコンテンツのプログラミング」
の定義については，文部科学省は「この項目では，情報通信ネットワークの構成と情報を利用するための基本的な仕
組みを理解することができるよう，使用者の働きかけ（入力）によって，応答（出力）する双方向性の機能を持ち，
一部の処理の過程にコンピュータ間の情報通信が含まれるプログララムとなることを規定（p.27）」(31)としている。
また，同文献では，技術分野の内容の取扱い(6)のウに示された「統合的な問題」の定義について，「統合的な問題と
は，内容ＡからＤで学んだ複数の技術によって解決できる問題を意味しています。ただし，四つの技術を全て用いる
ということは想定していません。（p.27）」と規定している。さらに，例示として，「『生物育成の技術』において，
水や肥料を調節することで野菜の収量を向上させるといった生物育成の技術による問題解決を経験させた上で，第３
学年の内容『Ｄ情報の技術』において，目的に応じて光や温度などの育成環境を調整する生物育成の技術と，周りの
明るさに応じてLEDを自動点灯させる計測・制御のプログラミングなどの情報の技術を用いて，『気候に左右されず
消費者が求める野菜を安定的に供給したい』という問題を解決するために，植物工場モデルの設計・製作に取り組ま
せることなどが考えられます。（p.27）」(31)を示している。 
　技術・家庭WG(4)の古川副主査自身が編著した，「解説」(2)の理解を深めるための著書(6)の「２学年の指導計画例」(32)

では，「Ｄ(１)生活や社会を支える情報の技術」に２～３時間，「Ｄ(２)ネットワークを利用した双方向性のあるコン
テンツのプログラミングによる問題解決」に，８～14時間の指導計画の一事例を紹介している。尾崎（2018：
pp.58-61）(8)は，第２学年で，Ｄ(１)に４時間とＤ(２)11～13時間の一事例を示している。

５　技術分野「３年間題材指導計画」の一事例

　2017年告示中学校学習指導要領に基づく技術分野の３年間指導計画の一事例を，表４に示す。

表４　2017年告示中学校学習指導要領に基づく技術分野の３年間指導計画例
註１：＊本表は前述の準拠資料（２）の「記録に残す」評価規準を意味している
註２：略号の意味（評価観点）「知技：知識・技能」，「思考：思考力・判断力・表現力等」「態度：主体的に学習に取り組む態度」

時
数 題材名 上記（１）の

大項目内容 上記（1）の中項目内容 上記(1)の「資質・能力系統表」の評語 評語
合計

第
１
学
年
35
時
間

５ 技 術 分 野 ガ イ
ダンス

Ａ(１)生活や社
会を支える材料
と加工の技術

ア　材料や加工の特性等の原
理・法則と基礎的な技術の仕
組み

・進んで材料と加工の技術と関わり，主体的に理
解し，技能を身に付けようとする態度【態度】

４

イ　技術に込められた問題解
決の工夫

Ｂ(１)生活や社
会を支える生物
育成の技術

ア　生物の成長などの原理・
法則と基礎的な技術の仕組み

・進んで生物育成の技術と関わり，主体的に理解
し，技能を身に付けようとする態度【態度】

イ　技術に込められた問題解
決の工夫

Ｃ(１)生活や社
会を支えるエネ
ルギー変換の技
術

ア　電気，運動，熱の特性等
の原理・法則と基礎的な技術
の仕組み

・進んでエネルギー変換の技術と関わり，主体的
に理解し，技能を身に付けようとする態度
【態度】

イ　技術に込められた問題解
決の工夫

Ｄ(１)生活や社
会を支える情報
の技術

ア　情報の表現の特性等の原
理・法則と基礎的な技術の仕
組み

・進んで情報の技術と関わり，主体的に理解し，
技能を身に付けようとする態度【態度】

イ　技術に込められた問題解
決の工夫

20 防災ラジオなど
を収納するラッ
クのものづくり
を通して，自宅
の防災・減災対
策 を 提 案 し よ
う！

Ａ(１)生活や社
会を支える材料
と加工の技術

ア　材料や加工の特性等の原
理・法則と基礎的な技術の仕
組み

・主な材料と加工についての科学的な原理・法則
の理解【知技】

・材料の製造方法や成形方法などの基礎的な技術
の仕組みの理解【知技】

・材料と加工の技術に込められた工夫を読み取る
力【思考】

・材料と加工の技術の見方・考え方の気付き【思
考】

11

イ　技術に込められた問題解
決の工夫
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Ａ(２)材料と加
工の技術による
問題の解決

ア　製作に必要な図，安全・
適切な製作，検査・点検など

・製作に必要な図をかき，安全・適切な製作を検
査・点検等ができる技能【知技】

・材料と加工の技術の見方・考え方を働かせて，
問題を見いだして課題を設定し解決できる力
【思考】

・自分なりの新しい考え方や捉え方によって，解
決策を構想しようとする態度【態度】

・自らの問題解決とその過程を振り返り，よりよ
いものとなるよう改善・修正しようとする態
度【態度】

イ　 問 題 の 発 見 と 課 題 の 設
定，成形の方法などの構想と
設計の具体化，製作の過程や
結果の評価，改善及び修正

Ａ(３)社会の発
展と材料と加工
の技術

ア　生活や社会，環境との関
わりを踏まえた技術の概念

・生活や社会に果たす役割や影響に基づいた材料
と加工の技術の概念の理解【知技】

・よりよい生活や持続可能な社会の構築に向け
て，材料と加工の技術を評価し，適切に選
択，管理・運用したり，新たな発想に基づい
て改良，応用したりする力【思考】

・よりよい生活や持続可能な社会の構築に向け
て，材料と加工の技術を工夫し創造していこ
うとする態度【態度】

イ　 技 術 の 評 価，選 択 と 管
理・運用，改良と応用

10 チャットのプロ
グ ラ ミ ン グ に
チャレンジ！
－同一学区の小
学校６年生の中
学校１日体験入
学日で，私たち
が「材料と加工
の技術」の学習
を紹介するため
に，チャットに
よるコンテンツ
のプログラミン
グの設計・制作
を，情報の技術
の見方・考え方
を働かせながら
チャレンジしよ
う－

Ｄ(１)生活や社
会を支える情報
の技術

ア　情報の表現の特性等の原
理・法則と基礎的な技術の仕
組み

・情報の表現，記録，計算，通信などについての
科学的な原理・法則の理解【知技】

・情報のデジタル化や処理の自動化，システム
化，情報セキュリティなどに関わる基礎的な
技術の仕組みの理解【知技】

・情報の技術に込められた工夫を読み取る力【思
考】

・情報の技術の見方・考え方の気付き【思考】

８

イ　技術に込められた問題解
決の工夫

Ｄ(２ )ネ ッ ト
ワークを利用し
た双方向性のあ
るコンテンツの
プログラミング
による問題の解
決

ア　情報通信ネットワークの
構成，安全に情報を利用する
ための仕組み，安全・適切な
制作，動作の確認，デバッグ
等

・情報通信ネットワークの構成と，情報を利用す
るための基本的な仕組みの理解・安全【知技】

・適切なプログラムの制作，動作の確認及びデ
バッグ等ができる技能【知技】

・情報の技術の見方・考え方を働かせて，問題を
見いだして課題を設定し解決できる力【思考】

・自分なりの新しい考え方や捉え方によって，解
決策を構想しようとする態度【態度】

・自らの問題解決とその過程を振り返り，よりよ
いものとなるよう改善・修正しようとする態
度【態度】

イ　 問 題 の 発 見 と 課 題 の 設
定，メディアを複合する方法
などの構想と情報処理の手順
の具体化，制作の過程や結果
の評価，改善及び修正

第
２
学
年
35
時
間

生
物
育
成
⑮
時
間
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
（
電
気
）
⑯
時
間
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
（
機
械
）
④
時
間

・先人の技術の
工夫を実感しよ
う！　
－ 伝 統 技 術VS
先端技術を利用
した野菜の育成
を通して－（15
時間）

・自分の使用目
的に合ったLED
照明スタンドの
ものづくりを通
して，電気エネ
ルギーの有効利
用を提案しよう

（16時間）

・技術開発の設
計意図を読み解
こう！
－Ｄ社エンジニ
アリングボック
スを利用した掃
除機モデルの分
解を通して－

（４時間）

Ｂ(１)生活や社
会を支える生物
育成の技術

ア　生物の成長などの原理・
法則と基礎的な技術の仕組み

・作物，動物及び水産生物の成長，生態について
の科学的な原理・法則の理解【知技】

・生物の育成環境を調節する方法などの基礎的な
技術の仕組みの理解【知技】

・生物育成の技術に込められた工夫を読み取る力
【思考】

・生物育成の技術の見方・考え方の気付き【思
考】

11

イ　技術に込められた問題解
決の工夫

Ｂ(２)生物育成
の技術による問
題の解決

ア　安全・適切な栽培又は飼
育，検査など

・安全・適切な栽培又は飼育，検査等ができる技
能【知技】

・生物育成の技術の見方・考え方を働かせて，問
題を見いだして課題を設定し解決できる力
【思考】

・自分なりの新しい考え方や捉え方によって，解
決策を構想しようとする態度【態度】

・自らの問題解決とその過程を振り返り，よりよ
いものとなるよう改善・修正しようとする態
度【態度】

イ　問題の発見と課題の設
定，育成環境の調節方法の構
想と育成計画，栽培又は飼育
の過程や結果の評価，改善及
び修正

Ｂ(３)社会の発
展と生物育成の
技術

ア　生活や社会，環境との関
わりを踏まえた技術の概念

・安全・適切な製作，実装，点検及び調整等がで
きる技能【知技】

・エネルギー変換の技術の見方・考え方を働かせ
て，問題を見いだして課題を設定し解決でき
る力【思考】

・自分なりの新しい考え方や捉え方によって，解
決策を構想しようとする態度【態度】

・自らの問題解決とその過程を振り返り，よりよ
いものとなるよう改善・修正しようとする態
度【態度】

・生活や社会に果たす役割や影響に基づいた生物
育成の技術の概念の理解【知技】

・よりよい生活や持続可能な社会の構築に向け
て，生物育成の技術を評価し，適切に選択，
管理・運用したり，新たな発想に基づいて改
良，応用したりする力【思考】

・よりよい生活や持続可能な社会の構築に向け
て，生物育成の技術を工夫し創造していうこ
とする態度【態度】

イ　技術の評価，選択と管
理・運用，改良と応用
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　大森ら（2018）(1)の先行研究の主な改善点と留意点は，以下の三つに集約できる。
　第１点は，本稿の「２　『内容Ｂ　生物育成の技術』の履修時期」で述べた理由から，「内容Ｄ(１)生活や社会を
支える情報の技術」と「Ｄ(２)ネットワークを利用した双方向性のあるコンテンツのプログラミングによる問題解
決」を第２学年から第１学年履修に移行した点である。使用教材の一例として，Ｈ教材会社のＯ教材（UC-7/UC-8）
(33)などが考えられる。なお，年間の生徒個人持ち教材費の総額に留意する必要がある。１年間当たりの技術分野の教
材費は，各学校や各地域等の実態等により異なるが，１年間当たり一人の生徒あたり約3,000円以下で抑え，単年度
会計で処理している学校が多いと聞く。指導上の留意点としては，「解説」(2)で示されたように，「課題の解決策を構
想する際には，自らの考えを整理し，よりよい発想を生み出せるよう，アクティビティ図のような統一モデリング言
語等を適切に用いることについて指導する。（p.55）」ことが求められている。小学校段階のプログラミング学習に
おいて，課題の解決策を構想する際に，フローチャート図等を適切に用いて，情報処理の手順を記号等で可視化する

Ｃ(１)生活や社
会を支えるエネ
ルギー変換の技
術

ア　電気，運動，熱の特性等
の原理・法則と基礎的な技術
の仕組み

・電気，運動，熱などについての科学的な原理・
法則の理解【知技】

・エネルギーの変換や伝達などに関わる基礎的な
技術の仕組みの理解【知技】

・エネルギー変換の技術に込められた工夫を読み
取る力【思考】

・エネルギー変換の技術の見方・考え方の気付き
【思考】

・進んでエネルギー変換の技術と関わり，主体的
に理解し，技能を身に付けようとする態度
【態度】

イ　技術に込められた問題解
決の工夫

Ｃ(２ )エ ネ ル
ギー変換の技術
による問題の解
決

ア　 安 全・ 適 切 な 製 作，実
装，点検，調整など

・安全・適切な製作，実装，点検及び調整等がで
きる技能【知技】

・エネルギー変換のの技術の見方・考え方を働か
せて，問題を見いだして課題を設定し解決で
きる力【思考】

・自分なりの新しい考え方や捉え方によって，解
決策を構想しようとする態度【態度】

・自らの問題解決とその過程を振り返り，よりよ
いものとなるよう改善・修正しようとする態
度【態度】

イ　問題の発見と課題の設
定，電気回路や力学的な機構
などの構想と設計の具体化，
製作の過程や結果の評価，改
善及び修正

Ｃ(３)社会の発
展とエネルギー
変換の技術

ア　生活や社会，環境との関
わりを踏まえた技術の概念

・生活や社会に果たす役割や影響に基づいたエネ
ルギー変換の技術の概念の理解【知技】

・よりよい生活や持続可能な社会の構築に向け
て，エネルギー変換の技術を評価し，適切に
選択，管理・運用したり，新たな発想に基づ
いて改良，応用したりする力【思考】

・よりよい生活や持続可能な社会の構築に向け
て，エネルギー変換の技術を工夫し創造して
いこうとする態度【態度】

イ　技術の評価，選択と管
理・運用，改良と応用

第
３
学
年

17.5
時
間

17.5 持 続 可 能 な 社
会 を 支 え る た
め に，野 菜 工
場 の モ デ ル を
提 案 し よ う！
（ 統 合 的 な 問
題）

Ｄ(３)計測・制
御のプログラミ
ングによる問題
の解決

ア　計測・制御システムの仕
組み，安全・適切な制作，動
作の確認，デバッグ等

・計測・制御システムの仕組みの理解【知技】
・安全・適切なプログラムの制作，動作の確認，

及びデバッグ等ができる技能【知技】
・情報の技術の見方・考え方を働かせて，問題を

見いだして課題を設定し解決できる力【思考】
・自分なりの新しい考え方や捉え方によって，解

決策を構想しようとする態度【態度】
・自らの問題解決とその過程を振り返り，よりよ

いものとなるよう改善・修正しようとする態
度【態度】

８

イ　問題の発見と課題の設
定，計測・制御システムの構
想と情報処理の手順の具体
化，制作

Ｄ(４)社会の発
展と情報の技術

ア　生活や社会，環境との関
わりを踏まえた技術の概念

・生活や社会に果たす役割や影響に基づいた情報
の技術の概念の理解【知技】

・よりよい生活や持続可能な社会の構築に向け
て，情報の技術を評価し，適切に選択，管
理・運用したり，新たな発想に基づいて改
良，応用したりする力【思考】

・よりよい生活や持続可能な社会の構築に向け
て，情報の技術を工夫し創造していこうとす
る態度【態度】

イ　技術の評価，選択と管
理・運用，改良と応用

計87.5時間 知識・技能19項目(35％)，思考・判断・表現力等17項目(31％)，
態度18項目(33％)　計54項目(100％)
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学習が重要である。
　第２点は，第２学年（本稿では通年で週１時間の授業時間割を想定）で，「内容Ｂ　生物育成の技術」の育成時期
を，９月～10月に変更した点である。生物育成の教材例としては，Ｎ社のLEDリボンライト(34)と，YY教材会社の
LED照明用スタンド(35)などが考えられる。また，第２学年の最期に，エネルギー変換技術の機械学習を導入した点
である。教材の一例として，Ｄ社エンジニリングボックス(36)などが考えられる。
　第３点は，「目的に応じて光や温度などの育成環境を調整する生物育成の技術と，周りの明るさに応じてLEDを自
動点灯させる計測・制御のプログラミングなどの情報の技術を用いて，『気候に左右されず消費者が求める野菜を安
定的に供給したい』という問題を解決するために，植物工場モデルの設計・製作（p.27）」(30)を学習する指導計画の
一事例に変更した点である。Ｈ教材会社のＯ教材(33)と同エアコン実験ボード(33)や自作教材，Ａ社の計測・制御用基板
の教材名Ｓ(37)などが，教材事例として考えられる。 

６　技術分野のガイダンス的内容の学習指導案事例

　本項１～３で論述した構成原理に基づき，「技術分野のガイダンス的内容」の学習指導案の一事例（計５時間）（表
４）の内，大森ら（2018）(1)の先行研究で示した第３時の「Ｂ生物育成の技術」の学習指導案の一事例の改善案例
を，以下に示す。なお，第１～第２時，第４～第５時については，大森ら（2018）(1)の先行研究を参照されたい。

第３時
(1）本時の学習目標（記録に残す評価）

　「私たちが第２学年で栽培する３品種のコマツナ類の特性について，『品種改良』，『育成環境管理』，『育成生物
保護』の各技術の観点から比較し，私たちの生活での活用方法について調べよう。」【進んで生物育成の技術と関わ
り，主体的に理解し，技能を身に付けようＢ(１)［態度］】

(2）本時の展開

３
(3)

３
(6)

７
(13)

□前時の学習活動を想起し，本時の学習目標を知る。
◎本時の学習目標
「私たちが第２学年で栽培する３品種のコマツナ類の特性
について，『品種改良』，『育成環境管理』，『育成生物保
護』の各技術の観点から比較し，私たちの生活での活用
方法について調べよう。」【進んで生物育成の技術と関わ
り，主体的に理解し，技能を身に付けようＢ(１)［態度］】

□第２学年７月（９月）に第１回目の試行栽培，第２学年
９月（10月）に第２回目の工夫・改良栽培を実施するこ
と知る。

□生徒が育成することのできる「地域品種」，「F１品種」「バ
イオテクノロジー品種」３種類の「品種」の特徴を知る。
◇Ｋ社教科書140頁「豆知識」を参照し，「品種」と「品

種改良」の概念について学習する。作物栽培，動物飼
育，水産生物の栽培（増殖・養殖）では，品種改良技
術が重要であることを知る。

◇小学校第５学年社会の我が国の農業や水産業における
食料生産で，品種や品種改良技術を学習したことと関
連付けを図る。

◇「地域品種」とは何かを知る。
　例えば，「東京小松川コマツナ」，「長野野沢菜」，「新潟

女池菜」のように，古くから主にある特定の地域で栽
培されている品種。

◇「F１品種」と，Ｋ社教科書140頁豆知識の「一代雑種」
が同義であることを学習する。

◇「F１品種」とは，コマツナ類の「オータム・ポエム」，
コマツナ「極楽天」のように，「メンデルの法則」の顕
性の法則を利用した品種。日常生活で販売されている
コマツナ類の大多数は，「地域品種」ではなく，「F１品
種」であることを知る。オスが病気に強く，メスが大
きな果実をつけるミニトマトを掛け合わせると，子供
の代（F１）はすべて病気に強く，大きな果実をつけ

■前時の学習活動を想起させ，本時の学習目標を知らせる。
◆授業者は，「内容Ｂ(１)生活や社会を支える生物育成の技術」と

して，『品種改良』，『育成環境管理』，『育成生物保護』の中核と
なる重要技術であり，生物育成の技術の重要概念であることに
留意する。

■近年，大多数の生徒の栽培経験が少ないために，第１回目は試
行栽培，第２回は第１回目の栽培で生じた問題点・課題を工
夫・改良するために，構想・計画を綿密に立案する工夫・改良
栽培を実施することを伝える。また，生徒が小学生の時に育て
た栽培植物を想起させる。

■「地域品種」は，学校が所在する地域・県等で有名な品種を教
材化する。コマツナ類は，我が国では古くからの伝統技術で開
発されているために，品種数が豊富である。短期育成が可能
で，少ない授業時数で扱える教材である。

■教材として使用する「地域品種」，「F１品種」，「バイオテクノロ
ジー開発品種」の種袋を用意して，生徒に種袋に書かれた情報
を読み取らせる。「F１品種」は，種袋に，「タキイ交配」「サカタ
交配」「トキタ交配」等といったように「交配」が命名されてい
る場合がほとんどであるので，識別可能である。菜類の市販バ
イオテクノロジー品種は，「Ｂ菜（仮名）」の他，「千宝菜１号」
等がある。各学校が所在する地域等の「地域品種（在来種，地
方品種）」の菜類の種類は，インターネット，タネ屋，園芸店等
で検索可能である。「Ｂ菜」は発売当初，タネ袋にバイオテクノ
ロジー開発品種である旨の表示をしていたが，風評被害のリス
クを回避するために，現在，表記はしていない。品種改良技術
に関して，科学的に根拠のない風評被害を生み出さないような
「技術素養（技術リテラシー）」を育成する必要がある。ここで
は，深入りしない。

■「メンデルの法則」の「優性の法則」は，日本遺伝学会（監
修・編集）『遺伝単－遺伝学用語事典』，(株)エヌ・ティー・エ
ス（2017）ISBN 978-4-86043-499-1 C3047で，「顕性の法則」，
「劣性」は「潜性」に置き換えられた。

時間
(分） □学習活動 ■教師の働きかけ・生徒の反応，◆指導上の留意点，◎評価規準
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10
(23)

７
(30)

10
(40)

る。Ｆ１品種は気候条件が合えば全国各地で栽培可能で
ある。理科第２分野第５単元生命の連続性のイ遺伝の
規則性と遺伝子「メンデルの法則」の顕性の法則と関
連させて，学習する。

◇「バイオテクノロジー（Ｋ社教科書173頁参考）」とは，
試験管の中などで，人工的に生物を育成する技術をい
く。バイオテクノロジー品種とは，バイオテクノロ
ジーを利用して開発した品種で，コマツナと中国野菜
「チンゲンサイ」を交配した「Ｂ菜（仮名）」などがあ
る。

□自分たちが第２学年で扱う３品種の種袋の情報を読み取
り，３品種の種袋で書かれた情報の共通点を何か，授業
者から配付された資料で確認する。
・品種の特性について（味，形，利用方法，栽培可能時

期，発芽適温，生育適温等）
・育成環境管理（栽培方法，肥料の施肥方法，育成管理

方法）
・育成生物保護（病気や害虫の種類，予防や防除の方法）

□Ｋ社教科書140～141頁「３図　品種改良（キャベツの原
生種と栽培種」，「４図　品種改良（乳牛と肉牛）」，「６図　
残留基準のある農薬数の推移及び，Ｋ社教科書166～167
頁「動物の飼育に関する技術」の「家畜の習性」と「家
畜の管理技術」及び，Ｋ社教科書168～169頁「水産生物
の栽培に関する技術」の「栽培環境と特性」，「水産生物
の管理技術」を参照する。

　　「品種改良技術」・「育成環境管理技術」・「育成生物保
護技術」は，「作物栽培」・「動物飼育」・「水産生物栽培」
に共通する重要な技術であることを学習する。

□「地域品種」，「F１品種」，「バイオテクノロジー品種」の
長所と短所について，下記の社会的（社会からの要求・
安全性），環境的（環境負荷），経済的側面でまとめた表
から知る。

□長所と短所を知った後に，地域品種，F１品種，バイオテ
クノロジー品種を使う割合を考える。

□ワークシートを用いて，理由と根拠を整理する。

■「F１品種」とＫ社教科書138頁豆知識の「一代雑種」は，同義で
あることを説明する。F１品種の説明をする。
　「F１品種」とは　コマツナ「極楽天」のように，メンデルの
法則の顕性の法則を利用した品種であることを説明する。オス
が病気に強く，メスが大きな果実をつけるミニトマトを掛け合
わせると，子供の代（F１）はすべて病気に強く，大きな果実を
つける。F1品種は気候条件が合えば全国各地で栽培可能である。
一代雑種は，中学校第２分野(5)「生命の連続性」のメンデルの
法則と関連していることを知らせる。

■バイオテクノロジー品種の説明をする。
「バイオテクノロジー（Ｋ社教科書169頁，T社教科書179頁，Y
社教科書145頁参考）」とは，試験管の中などで，人工的に生物
を育成する技術であることを説明する。バイオテクノロジー品
種とは，バイオテクノロジーを利用して開発した品種で，コマ
ツナと中国野菜「チンゲンサイ」を交配した「Ｂ菜」などがあ
る。

■本稿４頁の表１に示した「生物育成技術の対象概念」の内，
「(1)生物育種・遺伝子関連技術」が左欄の「品種の特性につい
て」，「(2)栽培・飼育環境管理技術」が左欄「育成環境管理技
術」，「(3)育成生物保護技術」が左欄「育成生物保護」に該当す
る。　

■第１学年ガイダンスであるために，生徒の実態を考慮して，高
次の思考を要求したり，深入りしたりしないようにする。課題
を学習する（予想される生徒の反応を導く）ための学習資料と
ワークシートを配布する。

◎評価規準Ｂ【Ｂ(１)[態度]，評価方法：ワークシート】
　「コマツナの地域品種，F１品種，バイオテクノロジー品種の
３つの品種の特徴を知り，自分が栽培する種類を考える学習を
通して，生活や社会を支える生物育成の技術」の学習内容につ
いて，「技術の見方・考え方」を働かせながら，主体的に学習す
る【言語活動の充実に関する指導事例集７頁：ア事実等を正確
に理解し，他者に的確に分かりやすく伝えること】
http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/gengo/1306108.htm

◎評価規準Ａ【Ｂ(１)[態度]，評価方法：ワークシート】
　Ｂ規準に加え，自分の考えと意見や，なぜどうしてかという
理由などの記述の根拠を，社会を支える一員の立場から，相手
にはっきりわかるように記述できること。【言語活動の充実に関
する指導事例集８頁：ア(i)事実等を解釈し，説明することによ
り自分の考えを深めること。(ii)考えを伝え合うことで，自分の
考えや集団の考えを発展させること】

◎Ｃ：支援の手立て
学習資料と教科書等を再度読ませる，要点を机間指導で知らせ
る。学習ノート等の記入の支援をする。

地域品種 F１品種 バイオテクノロジー品種
プラス マイナス プラス マイナス プラス マイナス

社
会
的

・地域の食生活と
伝統文化の継承
に密接に関連し
ている。

・地域品種は，生産
と生活で活用され
なくなってしまう
と，絶滅しやすい。

・地域品種に比べ
て，都市への大量
供 給 が 可 能 で あ
り，食糧の安定供
給につながる。

・F１ 品 種 の 栽 培 で
は，化学肥料や化
学農薬を使うこと
が多いため，健康
不安を生じる。

・技術開発イノベー
ション（革新）創
出につながる。

・長年にわたる人間
への健康影響に関
するデータが少な
く，健康不安で風
評がでやすい。

環
境
的

・地域の生態系の
多様性（生物資
源・遺伝資源の
保存）と，国土保
全につながる。

・地域環境に適応
した地域品種を
育てることで，
地域環境保全に
なる。

・F１品種とバイオテ
クノロジー（バイ
テク）開発品種に
比べて，病気や虫
害 が 発 生 し や す
く，収穫が安定し
ない。

・地域品種に比べる
と，病気や，虫害
が発生しにくく，
収穫が安定しやす
い。

・F１品種の導入で，地
域品種が少なくな
り，F１品種の画一
品種に限定される
ため，地域の生態
系の多様性に影響
を与える。

・栽培しやすく，家
庭 や 社 会 で の 食
育，環境教育の実
践 に 活 用 し や す
い。

　

・人工的に開発され
た品種のために，
自然生態系への影
響の懸念と，風評
被害が出やすい。

・新技術であるた
め，長年に渡る自
然や人間環境に対
する影響に関する
データが少ない。

経
済
的

・地域品種は，地
域のブランド力
を高め，地域振
興 に 貢 献 で き
る。

・形が不ぞろいで，
トラック等での運
搬に不向きである。

・F１品種に比べて，
病気や害虫がいっ
たん発生すると，
大被害が発生し，
経済的損失がかな
り大きい。

・地域品種に比べ
て，栽培可能時期
が長いために，栽
培しやすく，生産
者は収入が得やす
い。

・同じF１品種ばかり
の栽培環境では，
病気や害虫がいっ
たん発生すると被
害が大きく，経済
的損失が大きい。

・生産者は，タネの
自家採種ができな
い。

・地域品種とF１品
種に比べて，栽培
しやすい。一般市
民が家庭菜園で栽
培 し や す い た め
に，防災時の自給
自足手段にも活用
できる。

・タネの価格が，地
域品種とF１品種
に比べて高い。
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７　まとめ

　本研究の目的は，大森ら（2018）(1)が先行研究で報告した，「解説」(2)で示された「技術分野　資質・能力系統表
（p.60）」(2)に基づいた「３年間題材指導計画」と「第１学年ガイダンスの学習指導案」の構成原理について，視点１
「内容Ｂ　生物育成の技術の履修時期」，視点２「概念の理解」，視点３「『小学校におけるプログラミング学習の成
果を生かし（p.7）』と『高等学校学習指導要領解説　情報編』(3)の小・中・高校の接続性・系統性」という３つの視
点から再考し，改善案を提案することであった。本小論で得られた知見は，３点にまとめることができる。
(1）全国調査の結果，動物飼育や水産生物の栽培を育成題材として実践している学校は，１％以下であり，大半の中

学校は作物の栽培活動を実践していた。一方，技術分野の極めて少ない授業時数と畑や花壇などがない学校が多い
ため，ラディッシュ・スプラウト系やレタス系の葉物野菜を室内育成教材としている中学校が多い。また，特に寒
冷地や冬場の日照時間が不足しがちな日本海沿岸地域等で葉物野菜を育成する場合，11月から３月までの生物育成
活動は避けた方が望ましい。さらに，各学校の室内栽培環境により異なるが，LED照明等の補光が必要であり，
第２学年のエネルギー変換学習でLED照明スタンドの設計と製作をした後に，製作した照明スタンドを使用した
葉物野菜の育成実践の一事例を提案した。

(2）生物育成技術に関する概念として，「対象概念（表１）」，「課題解決能力（機能・過程）概念（表２）」，「技術ガ
バナンスとイノベーション概念（表３）」に分類化した。

(3）(1)と(2)を考慮して，大森ら（2018）(1)が先行研究で報告した，「解説」(2)で示された「技術分野　資質・能力系統
表（p.60）」(2)に基づいた「３年間題材指導計画」と「第１学年ガイダンスの学習指導案」の構成原理について，視
点１「内容Ｂ　生物育成の技術の履修時期」，視点２「概念の理解」，視点３「『小学校におけるプログラミング学
習の成果を生かし（p.7）』と『高等学校学習指導要領解説　情報編』(3)の小・中・高校の接続性・系統性」という
３つの視点から再考し，改善案を提案した。
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An Improvement of Constructional Rationale for Developing “Systematic 
Tables of the Learning Units Plans through 7th-9th Grades” 
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ABSTRACT

This research modified the constructional rationale, reported by Oomori et al. (2018), for developing “systematic tables 
of plans for learning units related to nurturing students’ competency-based curricula for 3 years” and “lesson plans for 
guidance of 7th-grade students in the technology subject field.”  To reorganize the rationale, this paper focused on the 
following three perspectives: first, taking class time of “Content B Bio-nurturing Technology.”  Second was “understanding of 
a concept,” and third was connecting “achievement of programming learning in an elementary school,” with each educational 
attainment target and having its content be congruent between the “technology field subject in lower secondary school” and 
“information as a common subject in the 2018 revision in upper secondary school.”  This report also proposed reorganization 
of the constructional rationale and reformed ideas about the technology field subject, focusing on the following two points: (1) 
Many lower secondary schools cultivate radish sprout and lettuce ancestry species via interior growth, with teaching 
materials in the technology field subject as a series of nationwide investigations each year through 2013-2015, by the 
Teacher Unions of Technology and Home Economics for Lower Secondary School in Japan.  When growing foliage plant 
vegetables in a cold district and in the Sea of Japan coastal area that often lacks hours of sunshine during winter, in 
particular, cultivation activity should be avoided from November to March, depending on each school’s interior cultivation 
environment.  However, supplemental LED illumination should be used when necessary in a second-grade curriculum 
integrating “Learning Content of Energy Conversion Technology” and “Learning Contents of Bio-nurturing Technology.” 
This paper also proposed growing plant vegetables with a manufactured illumination stand after designing and making 
it.  (2) This article’s suggested classification is “object concepts,” “problem/project task solving ability (function and 
process) concepts” and “technological governance and innovation concepts” in “Bio-nurturing Technology.”
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